　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇〇幼稚園幼年消防クラブ規約

　（目的）

第１条　この規約は、幼年期において火に対する正しいしつけを身につけさせ、〇〇幼稚園又は○○保育園（以下「園」という。）及び各家庭からの火災の減少を図るとともに、将来社会人としての必要な防災知識を養うことを目的とする。
　（名称）

第２条　名称は、〇〇幼稚園又は○○保育園幼年消防クラブ（以下「クラブ」という。）と称する。

　（責任者）

第３条　クラブの責任者は、園の園長をもって充てる。
　（資格等）

第４条　クラブ員は、園の年長児（５歳児）（以下「園児」という。）とする。
２　園児は、自動的にクラブ員になることができ、卒園と同時に自動的にクラブ員の身分を失う。
　（保護者）
第５条　クラブ員の保護者は、クラブ員の参加行事に出席することができる。
２　前項に定めるもののほか、クラブ員の保護者は、クラブの責任者の求めに応じて研修補助にあたることができる。
　（事業内容）
第６条　クラブは、第１条の目的を達成するために、次の事業を行う。
　(1)　クラブ員として必要な防火、防災の研修に関すること。
　(2)　火災予防の普及に関すること。
　(3)　その他クラブ員として必要な事項
　（運営及び指導者）
第７条　クラブの運営は、園が自主的に行い、幼稚園の園長及び職員が内部指導者としてこれに当たるものとする。
　（要請）　
第８条　クラブの責任者は、消防職員その他防災に関する有識者を外部指導者とし、第６条に定める事業の実施に際し必要に応じて要請することができる。
　（連絡調整）

第９条　クラブの責任者は、クラブの円滑な運用等を図るため、必要に応じて、ＰＴＡ代表者、〇〇防災協会代表者、〇〇消防署長の出席を求めて会議を開催することができる。

　（報告）
第10条　クラブの責任者は、クラブ活動の年間行事計画を定めた時は、〇〇消防署予防課に報告しなければならない。
　（経費）
第11条　クラブに係る経費は、園の負担とする。
　（表彰）
第12条　クラブの責任者は、クラブ活動を通じて特に防火、防災の普及等に功績のあったものを表彰することができる。
　（申し出）
第13条　クラブの責任者は、この規約に定めるもののほか運営に関し必要な事項があるときは、〇〇消防署予防課に申し出るものとする。
　　　附　則
　この規約は、平成１８年７月７日から施行する。

　　　附　則

　この規約は、平成１９年７月３日から施行する。
